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令
和
７
年
度
補
正
予
算
及
び
令
和
８
年
度
予
算
編
成
で

            

〝
真
水
〞に
よ
る
対
応
を
求
め
る
決
議
を
採
択

第
20
回
国
民
医
療
推
進
協
議
会
総
会

　第20回国民医療推進協議会（以下、国医協）総会が10月
14日、日本医師会館小講堂とWEB会議のハイブリッド形式
で開催され、政府が予算編成の時期を迎えるに当たり、43の
参加団体の総意として、国民が将来にわたり必要とする医療・
介護を守るため、3項目の対応（①令和7年度補正予算での対
応②令和8年度予算編成での対応③財源を純粋に上乗せする
いわゆる「真水」による大規模で抜本的な対応）を求める決
議（下掲）を採択した。

総
会
は
城
守
国
斗
日
本
医

師
会
常
任
理
事
の
司
会
で
開

会
。
冒
頭
、
あ
い
さ
つ
を
行

っ
た
松
本
吉
郎
国
医
協
会
長

／
日
本
医
師
会
長
は
、
医
療

機
関
な
ど
の
経
営
は
著
し
く

逼ひ
っ
ぱ
く迫
し
、
賃
金
上
昇
や
物
価

高
騰
等
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
状
態
で
は
な
い
と
し
て
、

補
助
金
と
診
療
報
酬
の
両
面

か
ら
の
対
応
の
必
要
性
を
改

め
て
訴
え
た
。
そ
の
上
で
、

「
適
正
化
等
の
名
目
に
よ
り
、

医
療
・
介
護
の
財
源
が
こ
れ

以
上
削
減
さ
れ
れ
ば
、
地
域

の
医
療
・
介
護
の
崩
壊
は
避

け
ら
れ
な
い
。
前
例
の
な
い

大
規
模
で
抜
本
的
な
対
応
、

特
に
〝
真
水
〟
に
よ
る
思
い

切
っ
た
対
策
が
必
要
で
あ

る
」
と
強
調
し
た
。

引
き
続
き
、
参
加
団
体
か

ら
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
。

高
橋
英
登
国
医
協
副
会
長
／

日
本
歯
科
医
師
会
長
は
、「
高

齢
化
に
伴
う
医
療
費
の
伸
び

へ
の
手
当
て
だ
け
で
は
医
療

は
守
れ
な
い
。
国
民
に
と
っ

て
最
も
大
切
な
の
は
、
社
会

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
医
療
で

あ
る
」
と
指
摘
し
、
国
民
皆

保
険
制
度
を
堅
持
す
る
た
め

に
も
、
医
療
機
関
経
営
の
安

定
が
必
要
だ
と
し
た
。

岩
月
進
国
医
協
副
会
長
／

日
本
薬
剤
師
会
長
は
、
人
事

院
勧
告
プ
ラ
ス
３
・
62
％
の

国
家
公
務
員
と
同
等
に
医
療

業
界
も
扱
う
方
向
で
の
補
正

予
算
の
作
成
や
、
来
年
度
の

診
療
報
酬
改
定
を
進
め
る
こ

と
を
要
望
。
「
特
に
、
今
は

薬
価
差
益
が
ほ
と
ん
ど
無
い

状
況
だ
が
、
薬
を
適
正
に
回

し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
定

程
度
の
余
裕
が
必
要
と
な

る
」
と
主
張
し
た
。

秋
山
智
弥
国
医
協
副
会
長

／
日
本
看
護
協
会
長
（
代

読
：
勝
又
浜
子
日
看
協
副
会

長
）
は
、
「
物
価
高
騰
に
伴

う
あ
ら
ゆ
る
コ
ス
ト
の
上
昇

が
経
営
を
圧
迫
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
営
努
力
を
し
て
も
追

い
付
か
な
い
」
と
す
る
と
と

も
に
、
賃
上
げ
の
不
十
分
さ

か
ら
、
他
産
業
へ
の
人
材
流

出
も
懸
念
さ
れ
る
と
し
て
、

他
産
業
並
み
の
賃
上
げ
や
労

働
に
見
合
う
処
遇
改
善
が
必

要
で
あ
る
と
訴
え
た
。

診
療
所
の
緊
急
経
営
調
査

な
ど
を
基
に
現
状
を
説
明

議
事
で
は
、
茂
松
茂
人
日

本
医
師
会
副
会
長
が
決
議
に

向
け
た
趣
旨
説
明
と
し
て
、

ま
ず
四
病
院
団
体
協
議
会
が

10
月
６
日
に
公
表
し
た
「
２

０
２
５
年
度
病
院
経
営
定
期

調
査
─
中
間
報
告
（
集
計
結

果
）
─
」
を
概
説
。

医
業
利
益
の
赤
字
病
院
割

合
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

度
の
69
・
９
％
か
ら
令
和
６

年
度
は
73
・
８
％
に
、
経
常

利
益
の
赤
字
病
院
割
合
も
令

和
５
年
度
の
51
・
１
％
か
ら

令
和
６
年
度
は
63
・
６
％
に

悪
化
し
た
と
し
、「
特
に
１
０

０
床
当
た
り
の
経
常
利
益
を

比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
下

が
っ
て
お
り
、
病
院
経
営
の

厳
し
い
状
況
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
日
本
医
師
会
が
９

月
17
日
の
定
例
記
者
会
見
で

公
表
し
た
「
令
和
７
年　

診

療
所
の
緊
急
経
営
調
査
」
の

結
果
を
基
に
、
医
療
法
人
全

体
で
は
（
１
）
医
業
利
益
の
赤

字
割
合
は
、
令
和
５
年
度
の

31
・
３
％
か
ら
令
和
６
年
度

は
45
・
２
％
に
悪
化
、（
２
）

経
常
利
益
の
赤
字
割
合
は
令

和
５
年
度
の
24
・
６
％
か
ら

令
和
６
年
度
は
39
・
２
％
に

悪
化
、（
３
）
医
業
利
益
率
・

経
常
利
益
率
共
に
、
平
均
値

と
中
央
値
が
悪
化

─
し
て

い
る
な
ど
、
大
変
厳
し
い
状

況
で
あ
る
こ
と
を
説
明
。

更
に
、
２
０
２
２
年
度
の

国
民
医
療
費
の
財
源
構
成
に

触
れ
、
「
医
療
費
の
財
源
を

考
え
る
際
に
は
『
税
金
に
よ

る
公
助
』
『
保
険
料
に
よ
る

共
助
』
『
患
者
の
自
己
負
担

に
よ
る
自
助
』
の
三
つ
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
進

め
、
自
己
負
担
の
み
を
上
げ

な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
低
所

得
者
へ
の
配
慮
も
不
可
欠
だ

と
し
た
。

自
助
に
関
し
て
は
、
わ
が

国
の
患
者
一
部
負
担
割
合

は
、
公
的
医
療
保
険
の
あ
る

先
進
諸
国
に
比
べ
る
と
既
に

高
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
指

摘
。
公
助
に
関
し
て
は
、
消

費
税
が
令
和
２
年
度
の
21
・

０
兆
円
か
ら
令
和
７
年
度
予

算
の
24
・
９
兆
円
へ
と
、３
・

９
兆
円
増
加
す
る
な
ど
税
収

が
上
振
れ
し
て
い
る
と
し

て
、
消
費
税
の
増
収
分
を
適

切
に
社
会
保
障
に
使
う
こ
と

を
求
め
た
。

共
助
に
関
し
て
は
、
賃
上

げ
に
よ
り
収
入
が
増
え
て
お

り
、
今
年
も
「
最
低
賃
金
プ

ラ
ス
約
６
％
」
「
春
闘
プ
ラ

ス
５
・
26
％
」
「
人
事
院
勧

告
プ
ラ
ス
３
・
62
％
」
と
さ

れ
る
な
ど
、
現
行
の
保
険
料

水
準
の
ま
ま
で
も
現
役
世
代

に
新
た
な
負
担
を
求
め
る
こ

と
な
く
対
応
す
る
こ
と
は
十

分
可
能
と
の
考
え
を
示
し
た
。

そ
の
上
で
茂
松
日
本
医
師

会
副
会
長
は
、
「
消
費
税
の

税
収
は
増
税
前
に
１
％
当
た

り
２
・
66
兆
円
で
あ
っ
た
も

の
が
、
現
在
で
は
３
・
３
兆

円
程
度
と
７
０
０
０
億
円
弱

増
額
し
て
い
る
」
「
現
役
世

代
の
収
入
は
増
え
て
お
り
、

協
会
け
ん
ぽ
な
ど
保
険
者
の

保
険
料
収
入
も
上
振
れ
し
て

い
る
」
と
し
、
こ
れ
ら
を
活

用
す
る
こ
と
で
物
価
・
賃
金

の
変
動
へ
の
対
応
を
強
く
求

め
た
い
と
し
た
。

11
月
20
日
に
国
民
医
療
を

守
る
た
め
の
総
決
起
大
会

を
開
催

続
い
て
、
福
田
稠
日
本
医

師
会
副
会
長
が
国
民
医
療
を

守
る
た
め
の
国
民
運
動
の
活

動
概
要
を
説
明
。
持
続
可
能

な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
に

向
け
て
、
国
民
が
将
来
に
わ

た
り
必
要
な
医
療
・
介
護
を

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
た
め

の
適
切
な
財
源
の
確
保
を
政

府
に
求
め
て
い
く
も
の
で
あ

る
と
し
、
10
月
14
日
か
ら
12

月
上
旬
に
掛
け
て
活
動
を
展

開
す
る
と
し
た
。

具
体
的
に
は
、
11
月
20
日

（
木
）
午
後
２
時
よ
り
、「
国
民

医
療
を
守
る
た
め
の
総
決
起

大
会
」
を
、
日
本
医
師
会
館

大
講
堂
と
道
府
県
の
サ
テ
ラ

イ
ト
会
場
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
つ
な

ぎ
、
か
つ
て
な
い
規
模
の
参

加
者
の
下
で
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
と
し
て
、
都
道
府
県

医
療
推
進
協
議
会
に
対
し
、

同
協
議
会
構
成
団
体
等
に
広

く
総
決
起
大
会
へ
の
動
員
を

呼
び
掛
け
る
こ
と
な
ど
の
協

力
を
求
め
た
。

更
に
、
参
加
団
体
の
総
意

と
し
て
、
①
令
和
７
年
度
補

正
予
算
で
の
対
応
②
令
和
８

年
度
予
算
編
成
で
の
対
応
③

財
源
を
純
粋
に
上
乗
せ
す
る

い
わ
ゆ
る
「
真
水
」
に
よ
る

大
規
模
で
抜
本
的
な
対
応

─
の
３
項
目
を
求
め
る
決

議
を
総
会
で
採
択
す
る
こ
と

を
提
案
し
、決
議
案
を
朗
読
。

同
案
は
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
、
今
後
は
、
政
府
を
始
め

各
方
面
に
上
申
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。

最
後
に
あ
い
さ
つ
し
た
松

本
会
長
は
、
「
多
く
の
賛
同

者
を
集
め
る
こ
と
が
政
府
や

国
民
に
対
し
て
の
発
信
力
に

つ
な
が
る
」
と
し
て
、
「
国

民
医
療
を
守
る
た
め
の
総
決

起
大
会
」
へ
の
多
く
の
参
加

を
呼
び
掛
け
、
総
会
は
終
了

と
な
っ
た
。

※
11
月
20
日
に
開
催
す
る
総

決
起
大
会
の
模
様
は
左
掲
の

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
下

さ
い
。

総決起大会は
こちらから

決 議
　医療・介護は公定価格で運営されているが、物価・賃金の急激な上昇
に診療報酬・介護報酬・障害福祉サービス等報酬の改定が追いついてお
らず、医科歯科医療機関、薬局、訪問看護ステーションや介護事業所等は、
著しく経営状況が逼迫しており、閉院や倒産が相次いでいる。
　令和7年度最低賃金はプラス6％強、人事院勧告はプラス3.62％、また「骨
太の方針2025」でも示された2025年春季労使交渉の平均賃上げ率は
5.26％等となっているが、医科歯科医療機関、薬局、訪問看護ステーショ
ンや介護事業所等は、とてもこれらに対応できるような状態ではない。
　適正化等の名目により、医療・介護の財源を削って財源を捻出するとい
う方法でこれ以上削減されれば、地域の医療・介護の崩壊は避けられない。
　よって、国民、患者、利用者の健康を守り、さらには国民皆保険を堅
持するため、以下の対応を求める。

1．�令和７年度補正予算での対応
　医科歯科医療機関、薬局、訪問看護ステーションや介護事業所等に対し、
補助金と診療報酬・介護報酬等報酬の両面からの早急な対応を行うこと。

2．�令和８年度予算編成での対応
　令和８年度診療報酬改定をはじめ、令和８年度予算編成において、賃
金上昇と物価高騰、高齢化、医療の技術革新に対応した大幅なプラスと
すること。

3．�財源を純粋に上乗せするいわゆる「真水」による大規模で抜
本的な対応

　これまで適正化という名の下で社会保障費は削られ続けてきたが、あく
まで財源を純粋に上乗せするいわゆる「真水」による思い切った緊急的な
対策を行うこと。

以上、決議する。
　令和7年10月14日

国民医療推進協議会
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員
数
調
査
で
前
年
比
１
４
５

０
人
増
と
な
り
、
過
去
最
高

を
更
新
し
て
い
る
こ
と
に
改

め
て
謝
意
を
示
し
た
。
そ
の

一
方
で
、
（
１
）
医
師
数
が

年
４
０
０
０
人
以
上
増
加
す

る
中
で
、
組
織
率
の
維
持
・

向
上
を
す
る
た
め
に
は
毎
年

２
０
０
０
人
超
の
会
員
数
の

増
加
が
必
要
に
な
る
、
（
２
）

新
政
権
誕
生
後
も
医
療
機
関

の
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応

す
る
た
め
の
財
源
を
確
保
す

る
の
は
簡
単
で
は
な
い

─

こ
と
を
説
明
し
、
会
員
数
の

更
な
る
拡
大
と
組
織
の
質
向

上
が
必
要
に
な
る
と
強
調
。

今
後
も
日
本
医
師
会
、
都
道

府
県
医
師
会
、
郡
市
区
等
医

師
会
が
一
体
と
な
り
、
政
策

提
言
力
を
高
め
る
必
要
性
を

訴
え
る
と
と
も
に
、
各
県
医

令
和
７
年
度
都
道
府
県
医

師
会
組
織
強
化
担
当
役
職
員

連
絡
協
議
会
が
10
月
８
日
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
形
式
で
開
催
さ

れ
た
。

協
議
会
は
城
守
国
斗
常
任

理
事
の
司
会
に
よ
り
開
会
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
松
本
吉

郎
会
長
は
、
昨
年
12
月
の
会

師
会
か
ら
の
報
告

が
今
後
の
取
り
組

み
の
参
考
と
な
る

こ
と
に
期
待
を
寄

せ
た
。

続
い
て
、
（
１
）

継
続
的
な
組
織
強

化

に

向

け

て
、

（
２
）
医
師
会
会

員
情
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｍ

Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）

の
活
用
を
通
じ
た

組
織
強
化

─
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
説
明
が
行
わ
れ

た
。

（
１
）

で

は
、

城
守
常
任
理
事

が
、
日
本
医
師
会

の
入
会
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方

を
説
明
。
①
日
本

医
師
会
は
、

政

府
・
行
政
か
ら
、
医
療
現
場

の
声
を
聞
き
取
る
た
め
の
実

質
的
な
代
表
窓
口
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
医
療

政
策
の
大
き
な
要
請
団
体
と

し
て
、
医
療
界
の
中
枢
的
な

立
場
を
担
っ
て
い
る
②
日
本

医
師
会
の
発
言
に
問
わ
れ
る

の
は
、
そ
の
発
言
が
医
療
現

場
の
医
師
の
声
を
ど
れ
だ
け

反
映
し
て
い
る
の
か
と
い
う

視
点
で
あ
る
③
日
本
医
師
会

の
組
織
率
を
高
め
る
こ
と

は
、
そ
の
発
言
力
を
一
層
強

く
、
そ
の
重
み
を
増
す
こ
と

に
直
結
す
る

─
と
し
て
、

会
員
サ
ー
ビ
ス
等
の
メ
リ
ッ

ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ

れ
以
上
に
「
医
師
会
に
属
す

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
」
を
、

今
一
度
、
全
て
の
医
師
に
考

え
て
ほ
し
い
と
し
た
。

そ
の
上
で
、
当
面
の
目
標

と
し
て
、
本
年
12
月
１
日
の

「
日
本
医
師
会
会
員
数
調
査
」

を
挙
げ
、
本
年
度
の
調
査
が

日
本
医
師
会
の
代
議
員
数
を

決
定
し
、
ま
た
、
来
年
に
は

厚
生
労
働
省
の
「
医
師
・
歯

科
医
師
・
薬
剤
師
統
計
」
が

公
表
さ
れ
る
中
で
、
組
織
率

を
計
る
際
の
重
要
な
調
査
に

な
る
こ
と
を
説
明
。

特
に
、
地
域
医
師
会
の
会

員
で
あ
り
な
が
ら
日
本
医
師

会
に
未
入
会
の
会
費
減
免
対

象
者
の
入
会
促
進
は
、
比
較

的
着
手
し
や
す
い
課
題
で
あ

る
な
ど
と
し
て
、
短
期
間
で

の
成
果
を
期
し
た
、
よ
り
戦

略
的
な
取
り
組
み
へ
の
協
力

を
依
頼
し
た
。

（
２
）
で
は
、
笹
本
洋
一

常
任
理
事
が
、
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ

公
開
後
１
年
間
の
状
況
と
し

て
、
電
子
化
に
よ
り
入
会
・

異
動
届
の
把
握
が
迅
速
に
な

り
、
10
月
２
日
時
点
で
Ｍ
Ａ

Ｍ
Ｉ
Ｓ
上
で
の
会
員
数
は
約

17
万
８
０
０
０
人
に
達
し
て

い
る
こ
と
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
新
臨
床
研
修
医
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
時
の
二

次
元
コ
ー
ド
活
用
か
ら
マ
イ

ペ
ー
ジ
作
成
に
至
る
流
れ

等
、
現
場
で
の
導
入
手
順
な

ど
を
説
明
。
ま
た
、
今
後
も

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
は
①
医
師
会
業

務
の
Ｄ
Ｘ
化
②
諸
手
続
き
の

簡
素
化
③
会
員
定
着
・
組
織

率
向
上
④
会
員
情
報
管
理
の

標
準
化

─
と
い
う
４
本
柱

の
下
、
生
涯
教
育
単
位
や
認

定
情
報
、
将
来
的
に
は
賠
償

特
約
保
険
や
医
師
年
金
加
入

状
況
の
参
照
ま
で
統
合
を
進

め
、
「
12
月
１
日
の
会
員
数

調
査
で
は
18
万
人
を
目
指
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

更
に
、
出
席
者
に
対
し
て

は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

の
マ
イ
ペ
ー
ジ
作
成
支
援
や

コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
の
活

用
に
よ
り
、
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
定

着
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
手
続
き
化
を
推

進
す
る
よ
う
協
力
を
要
請
し

た
。次

に
、
神
奈
川
、
静
岡
、

宮
崎
の
各
県
医
師
会
か
ら
の

活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。

小
松
幹
一
郎
神
奈
川
県
医

師
会
理
事
は
、
同
県
の
医
師

数
は
全
国
的
に
見
れ
ば
多
い

が
、
人
口
10
万
人
当
た
り
で

は
全
国
40
位
と
低
水
準
に
あ

り
、
医
師
の
偏
在
が
課
題
で

あ
る
と
報
告
。
会
員
数
は
９

９
６
５
人
（
令
和
７
年
９
月

１
日
時
点
）、
組
織
率
は
48
・

４
％
で
、
開
業
医
の
入
会
率

が
約
８
割
で
あ
る
の
に
対

し
、
勤
務
医
は
３
割
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
と
し
た
。

ま
た
、
「
若
い
先
生
方
は

『
医
師
会
に
入
っ
て
何
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
』
『
会

費
に
見
合
う
の
か
』
と
い
う

視
点
で
見
て
い
る
」
と
述
べ
、

時
間
的
・
金
銭
的
な
負
担
を

軽
減
し
、
気
軽
に
医
師
会
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
必
要
と
指

摘
。
そ
の
具
体
的
な
例
と
し

て
、
臨
床
研
修
病
院
合
同
説

明
会
や
初
期
研
修
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
勧
誘
、
動

画
や
記
事
に
よ
る
広
報
、
郡

市
医
師
会
へ
の
支
援
な
ど
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
「
若

手
や
女
性
医
師
が
主
体
的
に

活
動
に
関
わ
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
、
地
域
に
根
差
し

た
活
動
を
通
じ
て
、
医
師
会

の
存
在
意
義
を
実
感
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

齋
藤
昌
一
静
岡
県
医
師
会

副
会
長
は
、
令
和
６
年
12
月

１
日
時
点
で
の
会
員
数
や
組

織
率
の
状
況
を
踏
ま
え
、
県

内
で
行
っ
て
い
る
組
織
強
化

策
を
詳
説
。
県
内
医
師
数
の

母
数
や
郡
市
会
員
の
構
成
を

示
し
つ
つ
、
県
内
医
師
の
郡

市
医
師
会
へ
の
入
会
率
が
平

均
以
下
と
な
っ
て
い
る
点
が

課
題
で
あ
る
と
し
た
上
で
、

そ
の
対
応
策
と
し
て
診
療
所

の
事
業
承
継
支
援
、
金
融
機

関
（
医
師
信
用
組
合
・
静
岡

銀
行
）
と
の
連
携
に
よ
る
承

継
相
談
体
制
の
整
備
、
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
や

資
格
取
得
支
援
な
ど
、
開
業

医
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し

た
。ま

た
、
勤
務
医
・
研
修
医

対
策
と
し
て
は
、
①
医
師
バ

ン
ク
の
運
営
や
研
修
医
向
け

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
②
Ｗ

Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
③
少
人
数
実

技
系
セ
ミ
ナ
ー「
屋
根
瓦
塾
」

─
等
を
実
施
し
て
い
る

他
、
女
性
医
師
向
け
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
講
演
会
や
キ
ャ
リ
ア

支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
展
開

す
る
な
ど
、
世
代
別
・
ス
テ

ー
ジ
別
に
訴
求
す
る
こ
と
で

組
織
率
向
上
を
目
指
し
て
い

る
と
し
た
。

大
塚
康
二
朗
宮
崎
県
医
師

会
常
任
理
事
は
、
宮
崎
県
が

地
理
的
に
も
構
造
的
に
も
厳

し
い
現
状
で
あ
り
、
九
州
で

唯
一
の
医
師
少
数
県
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
学
・

医
師
会
・
県
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
医
師
確
保
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。
県
内
の
医
師
総
数
は
３

０
０
０
人
弱
で
会
員
は
約
２

０
０
０
人
、
入
会
率
は
約

65
％
で
あ
る
が
、
そ
の
促
進

の
た
め
臨
床
研
修
医
全
員
を

対
象
に
し
た
説
明
会
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
入
会
承
諾

書
の
取
得
等
を
工
夫
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
臨
床
研
修
医

の
10
％
の
入
会
を
目
指
し
て

い
る
と
し
た
（
令
和
７
年
４

月
時
点
で
61
人
中
59
人
が
入

会
を
承
諾
）。

更
に
、
保
育
支
援
や
中
高

生
向
け
の
啓
発
活
動
、
大
学

医
局
へ
の
ラ
ン
チ
説
明
会
な

ど
、
多
層
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
強
み
で
あ
る
大
学
・
行

政
と
の
連
携
を
生
か
す
体
制

を
整
備
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

令
和
６
年
７
月
に
は
医
師
会

内
に
「
組
織
強
化
・
将
来
構

想
委
員
会
」
を
設
置
。
小
委

員
会
と
す
る
こ
と
で
機
動
的

に
課
題
を
拾
い
集
め
、
非
会

員
の
勧
誘
と
会
員
離
脱
防
止

を
同
時
に
行
う
戦
略
を
進
め

て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
協
議

で
は
、
「
自
由
診
療
に
対
す

る
医
師
賠
償
責
任
保
険
の
適

用
範
囲
」
「
学
生
会
員
制
度

の
導
入
や
若
手
医
師
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
の
あ
り
方
」
「
三

層
構
造
に
お
け
る
入
会
制
度

や
定
款
改
正
の
課
題
」
な
ど

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
。

最
後
に
城
守
常
任
理
事
よ

り
、
「
本
日
の
協
議
会
の
内

容
を
基
に
、
本
年
12
月
１
日

の
会
員
数
調
査
を
当
面
の
目

標
と
し
て
、
引
き
続
き
活
発

な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
、
協
議
会
は
終

了
と
な
っ
た
。

11月1日は
「いい医療の日」

　11月1日は日本医師会の設立記念
日であるとともに、「いい医療の日」
でもあります。
　この日をきっかけと
して、ご自身はもちろ
ん、周囲の人達の健康
についても考えてみま
しょう！

詳しくは
こちら

令和7年度都道府県医師会組織強化担当役職員連絡協議会

組織強化に向けた好事例として、
                                  3つの医師会の活動を共有
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
世
界
が
広
が
っ

て
き
て
い
る
。
大
学
の
内
視

鏡
医
は
、
他
県
の
医
師
に
遠

隔
で
指
導
し
て
も
ら
い
内
視

鏡
手
術
を
行
っ
た
。
救
急
医

は
、
遠
隔
で
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
つ
な

が
れ
ば
、
離
島
な
ど
へ
き
地

か
ら
の
搬
送
も
激
減
で
き
る

と
教
え
て
く
れ
た
。
私
の
市

で
も
、
基
幹
病
院
と
中
小
病

院
、
診
療
所
、
薬
局
、
介
護

施
設
が
つ
な
が
り
大
変
便
利

に
な
っ
た
。
朝
一
で
「
○
○

さ
ん
が
入
院
し
ま
し
た
の
で

診
療
情
報
を
送
っ
て
下
さ

い
」
と
い
う
連
絡
が
激
減
し

た
。
制
約
は
あ
る
も
の
の
、

検
査
デ
ー
タ
の
閲
覧
が
で
き

る
か
ら
、
薬
局
か
ら

疑
義
照
会
、
検
査
デ

ー
タ
の
問
い
合
わ
せ

も
減
っ
た
。

当
院
は
地
方
の
無
床
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
、
募
集
し
て
も
な

か
な
か
人
が
来
な
い
。
そ
こ

で
２
年
前
か
ら
小
さ
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
を
図
っ
た
。
一
部
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
予
約
し
て

問
診
を
済
ま
せ
、
受
付
も
カ

ー
ド
で
ピ
ッ
。
問
診
も
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
ポ
ン
ポ
ン
と
タ
ッ

プ
。
血
圧
も
自
動
測
定
に
し

て
、
採
血
や
検
尿
結
果
な
ど

も
電
子
カ
ル
テ
に
飛
ぶ
。
初

回
や
リ
ス
キ
ー
な

人
以
外
、
大
腸
検

査
の
前
処
置
説
明

は
動
画
で
の
説
明

を
参
考
に
自
宅
で
服
用
し
て

来
院
。
も
し
迷
っ
た
ら
、
ス

マ
ホ
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動

画
を
見
直
す
こ
と
が
可
能
。

看
護
師
か
ら
も
「
随
分
と
楽

に
な
り
ま
し
た
」
と
言
わ
れ

て
一
安
心
。

と
こ
ろ
が
あ
る
日
の
患
者

さ
ん
と
の
や
り
取
り
。
「
先

生
、
看
護
師
さ
ん
と
話
が
し

た
か
っ
た
」
「
そ
の
分
僕
が

話
し
て
あ
げ
る
か
ら
」
「
こ

こ
で
は
先
生
が
一
番
暇
ね
」

「
そ
ん
な
わ
け
な
い
で
し
ょ

う
」
と
話
が
弾
ん
だ
。
そ
う

言
わ
れ
て
意
地
も
あ
る
。
更

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
進
め
て
「
何
で

も
遠
慮
な
く
ご
相
談
下
さ

い
」
と
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
看

護
師
を
待
合
に
立
た
せ
て
み

た
い
（
夢
の
ま
た
夢
）
。

�

（
グ
レ
ー
ト
さ
く
ら
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
世
界

下
、
日
本
医

師
会
館
で
開

催
さ
れ
、
総

勢
95
名
の
受

講
者
が
午
前

と
午
後
の
２

班
に
分
か
れ

て
、
実
技
実

習
な
ど
を
行

っ
た
。

日
本
医
師

会
で
は
、
昨

年
３
月
に
診

療
所
の
新
興

感
染
症
へ
の

対
応
力
を
一

層
高
め
る
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、「
診

療
所
を
対
象
と
し
た
新
興
感

染
症
対
策
研
修
」
を
開
催
し

て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の

研
修
で
は
参
加
者
に
本
研
修

で
得
た
内
容
を
参
考
と
し

て
、
実
際
に
各
地
域
で
研
修

会
を
企
画
・
実
施
す
る
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
目
的
と
し
て

お
り
、
よ
り
指
導
者
向
け
の

講
習
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化

す
る
た
め
、
名
称
も
変
更
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

研
修
を
開
催
す
る
に
当
た

っ
て
は
前
回
に
引
き
続
き
、

会
内
の
「
診
療
所
に
お
け
る

新
興
感
染
症
対
策
研
修
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」
で

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
研
修
実

施
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
た
。

午
前
の
研
修
は
笹
本
洋
一

常
任
理
事
の
司
会
で
開
会
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
松
本
吉

郎
会
長
は
、
「
外
来
を
担
当

す
る
医
療
機
関
に
お
け
る
感

染
へ
の
対
応
能
力
は
常
に
更

新
し
高
め
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
日
頃
か
ら

研
修
、
訓
練
の
機
会
を
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
」

と
し
て
、
研
修
の
意
義
を
強

調
。
今
回
の
研
修
を
通
じ
て

得
ら
れ
た
課
題
や
提
案
を
基

に
、
今
後
の
取
り
組
み
内
容

の
充
実
に
努
め
て
い
く
考
え

を
示
す
と
と
も
に
、
本
研
修

が
全
国
の
診
療
所
の
新
興
感

染
症
に
対
す
る
総
合
力
の
強

化
に
寄
与
す
る
こ
と
に
期
待

を
寄
せ
た
。

引
き
続
き
、
舘
田
一
博
診

療
所
に
お
け
る
新
興
感
染
症

対
策
研
修
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
委
員
長
／
東
邦
大

学
微
生
物
・
感
染
症
学
講
座

感

染

病

態
・
治
療

学
分
野
教

授
が
前
回

の
研
修
と

の
変
更
点

な
ど
に
つ

い
て
説
明
。
「
今
回
得
ら
れ

た
経
験
を
各
地
域
で
横
展
開

し
て
も
ら
う
た
め
、
今
回
は

リ
ー
ダ
ー
研
修
と
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
感
染
症
対
策
の
経

験
の
無
い
先
生
方
に
対
し

て
、
ど
う
し
た
ら
う
ま
く
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
考
え
を

ぜ
ひ
共
有
し
、
各
地
域
に
持

ち
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

述
べ
た
。

そ

の

後
、

事

前

に

e-learning

を
利
用
し
て

「
新
興
感
染
症
概
論
」「
新
興

感
染
症
に
備
え
た
医
療
提
供

体
制
・
医
師
会
の
取
り
組

み
・
本
研
修
の
趣
旨
に
つ
い

て
」
「
実
技
・
ゾ
ー
ニ
ン
グ

の
指
導
ポ
イ
ン
ト
」
等
に
関

す
る
講
義
を
受
講
し
て
き
た

参
加
者
は
、
「
Ｐ
Ｐ
Ｅ
の
着

脱
」「
手
指
衛
生
」

「
検
体
の
採
取
」

な
ど
の
実
技
実
習

や
、
患
者
へ
の
感

染
防
護
に
加
え
、

医
師
自
身
へ
の
感

染
を
防
ぐ
た
め
に

重
要
と
な
る
ゾ
ー

ニ
ン
グ
に
関
す
る

机
上
演
習
を
受
講

し
た
。

最
後
に
あ
い
さ

つ
し
た
笹
本
常
任

理
事
は
、
「
全
国
で
発
熱
外

来
等
に
対
応
で
き
る
診
療
所

を
増
や
し
、
新
興
感
染
症
に

対
す
る
医
療
提
供
体
制
の
構

築
を
よ
り
一
層
進
め
る
た
め

に
も
、
本
研
修
で
得
た
内
容

を
参
考
と
し
て
、
ぜ
ひ
、
各

地
域
で
研
修
会
を
企
画
・
実

施
し
て
欲
し
い
」
と
呼
び
掛

け
、
午
前
の
研
修
は
終
了
と

な
っ
た
。

引
き
続
き
、
午
後
か
ら
は

午
前
と
同
様
の
研
修
が
行
わ

れ
、
最
後
に
閉
会
の
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
福
田
稠
副
会
長

は
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
の

意
を
表
明
。
そ
の
上
で
、
本

研
修
で
得
た
内
容
を
参
考
に
、

実
際
に
各
地
域
で
研
修
会
を

企
画
・
実
施
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
新
興
感
染
症
が
発
生

し
た
際
に
は
、
全
国
で
発
熱

外
来
等
に
対
応
で
き
る
診
療

所
が
増
加
し
、
新
興
感
染
症

に
対
す
る
医
療
提
供
体
制
の

構
築
が
よ
り
一
層
進
む
こ
と

に
期
待
感
を
示
し
、
研
修
の

全
日
程
が
終
了
と
な
っ
た
。

松本会長も参加したPPEの着脱訓練

検体の採取と
に
伴
い
、
本
年
11
月

１
日
よ
り
「
日
本
医
師

会
女
性
医
師
バ
ン
ク
」

は
「
日
本
医
師
会
ド
ク

タ
ー
バ
ン
ク
」
に
、「
日

本
医
師
会
女
性
医
師
支

援
セ
ン
タ
ー
」
は
「
日

本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に

そ
れ
ぞ
れ
改
称
し
、
活

動
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
た
び
、
こ
の
二

つ
の
組
織
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
が
決
定
し
た
の
で
、

ご
紹
介
す
る
。

ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
の

ロ
ゴ
（
上
）
に
つ
い
て

は
、
左
右
の
向
き
合
っ

た
三
角
の
モ
チ
ー
フ
と

し
て
、
医
師
と
医
療
機
関
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
象
徴
的
に
表

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ゴ
（
下
）

に
つ
い
て
は
、
左
右
か
ら
伸

び
る
色
彩
の
ラ
イ
ン
が
、
医

師
と
医
療
機
関
の
間
に
あ
る

多
様
な
関
係
性
を
象
徴
的
に

表
し
、
中
央
に
配
置
さ
れ
た

組
織
名
が
サ
ポ
ー
ト
の
核
で

あ
る
こ
と
を
印
象
付
け
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

「
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー

バ
ン
ク
」
は
医
師
と
医
療
機

関
の
登
録
数
を
増
や
し
、
医

師
偏
在
対
策
に
寄
与
す
る
医

師
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
、

地
域
の
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
無

料
の
職
業
紹
介
事
業
を
全
国

規
模
で
展
開
し
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、ぜ
ひ
、

ご
活
用
願
い
た
い
（
活
動
の

詳
細
等
に
つ
い
て
は
「
日
本

医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。

厚
生
労
働
省
が
公
募
し
た

「
医
師
偏
在
是
正
に
向
け
た

広
域
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
」
を

日
本
医
師
会
が
受
託
し
た
こ

「
診
療
所
を
対
象
と
し
た

新
興
感
染
症
対
策
リ
ー
ダ
ー

研
修
」
が
10
月
13
日
、
日
本

環
境
感
染
学
会
の
協
力
の

診
療
所
を
対
象
と
し
た
新
興
感
染
症
対
策
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
開
催
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補
填
状
況
の
修
正
に
猛
省

と
再
発
防
止
を
要
請�

�

─
長
島
常
任
理
事

８
日
に
は
診
療
報
酬
調
査

専
門
組
織
医
療
機
関
等
に
お

け
る
消
費
税
負
担
に
関
す
る

分
科
会
も
開
催
さ
れ
た
。

分
科
会
で
は
初
め
に
、
厚

生
労
働
省
事
務
局
よ
り
、
令

和
２
～
４
年
度
の
補
填
率
の

集
計
に
お
い
て
、
水
道
光
熱

費
や
公
費
単
独
レ
セ
プ
ト

か
り
つ
け
医
機
能
を
評
価
す

る
診
療
報
酬
に
、
名
称
を
含

め
て
つ
く
り
変
え
る
べ
き

だ
」
と
主
張
。
こ
れ
に
対
し

て
、
江
澤
常
任
理
事
は
入

院
・
外
来
医
療
等
に
お
け
る

実
態
調
査
の
結
果
を
基
に
、

機
能
強
化
加
算
を
算
定
し
て

い
る
医
療
機
関
に
は
検
査
体

制
や
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対

策
な
ど
、
か
か
り
つ
け
医
機

能
を
よ
り
発
揮
す
る
た
め
の

効
果
が
現
れ
て
き
て
い
る
と

指
摘
。
「
こ
の
有
意
義
な
加

算
を
継
続
し
て
評
価
し
て
い

く
こ
と
が
患
者
の
た
め
に
も

極
め
て
有
益
で
あ
り
、
地
域

の
最
適
な
医
療
提
供
体
制
の

構
築
の
た
め
に
も
不
可
欠
で

あ
る
」
と
述
べ
る
な
ど
、
支

払
側
の
考
え
に
強
く
反
論
し

た
。ま

た
、
生
活
習
慣
病
管
理

料
に
つ
い
て
、支
払
側
が「
管

理
料
（
Ⅰ
）
に
つ
い
て
は
、

検
査
を
始
め
と
す
る
医
療
資

源
の
投
入
量
を
詳
細
に
分
析

し
、
実
態
に
合
っ
た
評
価
に

適
正
化
す
べ
き
」
と
の
考
え

を
示
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

江
澤
常
任
理
事
は
「
前
回
改

定
で
の
見
直
し
は
あ
ま
り
に

も
大
き
な
変
更
で
、
現
場
は

大
変
苦
労
し
て
い
る
」と
し
、

「
今
回
の
改
定
で
は
、
臨
床

現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た
修

正
を
優
先
す
べ
き
」と
主
張
。

そ
の
上
で
、
「
生
活
習
慣

病
の
管
理
を
行
う
に
当
た
っ

て
重
要
な
こ
と
は
、
個
々
の

患
者
に
応
じ
た
管
理
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
評
価
の
あ
り
方
も

柔
軟
に
す
る
こ
と
だ
」
と
述

べ
、
そ
の
観
点
に
立
っ
て
療

養
計
画
書
の
記
載
内
容
や
提

供
頻
度
、
包
括
範
囲
の
見
直

し
等
を
行
う
よ
う
求
め
た
。

（
生
活
保
護
等
の
公
費
負
担

医
療
）
を
計
上
し
て
い
な
い

な
ど
の
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

デ
ー
タ
を
修
正
す
る
と
、

令
和
２
年
度
、
３
年
度
は
全

体
の
補
填
率
が
１
０
０
％
を

超
え
て
い
た
も
の
の
、
４
年

度
は
98
・
９
％
と
補
填
不
足

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た

と
の
こ
と
で
、
厚
労
省
は
陳

謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が
出
に

く
い
手
法
を
検
討
す

る
と
し
た
。

ま
た
、
令
和
５
年

度
、
６
年
度
の
消
費

税
補
填
状
況
の
把
握

に
関
し
て
は
、
前
回

（
令
和
５
年
度
）
に

実
施
し
た
方
法
に
倣

っ
て
調
査
し
、
本
年

12
月
を
目
途
に
報
告

す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
、
了
承
さ
れ
た
。

議
論
の
中
で
は
、

今
回
の
補
填
状
況
の

修
正
に
つ
い
て
、
長

島
公
之
常
任
理
事
は
「
消
費

税
対
応
の
補
填
の
仕
組
み
そ

の
も
の
へ
の
信
頼
を
大
き
く

失
墜
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
」

と
指
摘
し
、
厚
労
省
に
猛
省

と
再
発
防
止
策
の
徹
底
を
強

く
求
め
た
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
改
定

に
お
い
て
診
療
報
酬
の
上
乗

せ
点
数
の
見
直
し
を
行
わ
な

い
と
決
め
た
、
１
０
０
％
以

上
補
填
さ
れ
て
い
る
と
い
う

前
提
が
崩
れ
て
い
る
と
し
、

物
価
上
昇
の
背
景
も
踏
ま

え
、
現
状
に
合
っ
た
補
填
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
よ
う
要

望
し
た
。

宮
川
政
昭
常
任
理
事
は
、

こ
れ
ま
で
は
税
率
が
上
が
っ

た
時
に
の
み
、
補
填
点
数
の

見
直
し
が
行
わ
れ
て
き
て
い

た
が
、今
回
は
令
和
５
年
度
、

６
年
度
の
補
填
状
況
次
第
で

は
補
填
点
数
の
見
直
し
が
必

要
と
な
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
を
指
摘
し
、
必
要
に
応
じ

て
本
分
科
会
の
開
催
回
数
を

増
や
す
よ
う
求
め
た
。

中
医
協
総
会
が
10
月
１
、

８
、
17
日
に
都
内
で
開
催
さ

れ
、
次
期
診
療
報
酬
改
定
に

向
け
て
、
（
１
）
在
宅
医
療
、

（
２
）

入
院
、
（
３
）

外
来

─
に
関
す
る
２
回
目
の
議

論
が
行
わ
れ
た
。

（
１
）
で
は
江
澤
和
彦
常

任
理
事
が
、
資
料
の
中
で
機

能
強
化
型
の
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
（
在
支
診
）
・
在
宅

療
養
支
援
病
院
（
在
支
病
）

に
対
す
る
加
算
と
な
っ
て
い

る
「
在
宅
緩
和
ケ
ア
充
実
診

療
所
・
病
院
加
算
」
の
算
定

要
件
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
医
療
機
関
が
多
数
存
在
す

る
と
の
記
述
が
あ
る

こ
と
に
言
及
。
「
機

能
強
化
型
の
在
支

診
・
在
支
病
が
緊
急

往
診
や
看
取
り
な
ど

に
十
分
な
効
果
を
発

揮
し
て
い
る
証
で
も

あ
り
、
こ
の
加
算
要

件
を
引
き
上
げ
る
べ

き
で
は
な
い
」
と
述

べ
た
。

そ
の
他
、
今
後
、

在
宅
医
療
の
需
要
が

大
き
く
伸
び
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
、
地
域

全
体
が
総
力
を
挙
げ

て
在
宅
医
療
を
支
え

る
必
要
が
あ
る
と

し
、
「
要
件
の
引
き

上
げ
で
は
な
く
、
む

し
ろ
、
よ
り
多
く
の

医
療
機
関
が
積
極
的
に
在
宅

医
療
に
参
入
で
き
る
よ
う
、

地
域
で
支
え
る
環
境
を
診
療

報
酬
で
整
え
て
い
く
こ
と
が

大
変
重
要
に
な
る
」
と
述
べ

た
。

「
連
携
型
の
機
能
強
化
型

在
支
診
・
在
支
病
に
お
け
る

24
時
間
往
診
体
制
へ
の
貢
献

の
度
合
い
に
応
じ
て
、
よ
り

き
め
細
か
く
評
価
す
る
」
と

い
う
論
点
に
関
し
て
は
、「
他

の
医
療
機
関
に
夜
間
等
の
対

応
を
依
頼
し
て
い
る
連
携
型

在
支
診
・
在
支
病
と
、
そ
う

し
た
医
療
機
関
を
支
援
す
る

在
支
診
・
在
支
病
の
評
価
を

分
け
て
評
価
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
現
在
、
可
能
な
範
囲

で
在
宅
医
療
を
提
供
し
て
い

る
医
療
機
関
が
在
宅
か
ら
撤

退
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と

が
起
き
れ
ば
、
本
末
転
倒
で

あ
る
」
と
指
摘
。
各
医
療
機

関
が
で
き
る
範
囲
で
在
宅
医

療
に
参
画
で
き
る
よ
う
、
診

療
報
酬
で
支
援
し
て
い
く
べ

き
だ
と
主
張
し
た
。

（
２
）
で
は
、
急
性
期
入

院
医
療
と
高
度
急
性
期
入
院

医
療
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ

れ
た
。

議
論
に
当
た
っ
て
、
急
性

期
一
般
入
院
基
本
料
に
関
し

て
は
、
「
同
じ
急
性
期
一
般

入
院
料
１
を
算
定
し
て
い
る

病
院
で
も
、
許
可
病
床
数
当

た
り
の
救
急
搬
送
件
数
や
手

術
件
数
、
医
師
数
、
収
支
構

造
等
が
病
院
の
機
能
に
よ
っ

て
異
な
る
中
で
、
こ
う
し
た

病
院
の
機
能
や
特
性
を
踏
ま

え
、
急
性
期
に
お
け
る
病
院

機
能
を
踏
ま
え
た
評
価
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え

る
か
」
と
の
論
点
が
示
さ
れ

た
。こ

の
論
点
に
つ
い
て
、
江

澤
常
任
理
事
は
「
こ
れ
ま
で

の
病
棟
単
位
で
は
な
く
、
病

院
と
し
て
の
急
性
期
機
能
を

評
価
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ

て
お
り
、
大
変
大
き
な
見
直

し
と
な
る
」
と
の
懸
念
を
表

明
。
現
在
の
病
院
の
経
営
状

況
は
、
過
去
に
経
験
し
た
こ

と
の
無
い
瀕
死
の
重
症
状
態

に
あ
り
、
大
き
な
見
直
し
や

適
正
化
を
行
う
と
容
易
に
病

院
は
倒
れ
て
し
ま
う
と
し

て
、
「
大
き
な
見
直
し
や
適

正
化
は
厳
に
慎
む
べ
き
だ
」

と
訴
え
た
。

更
に
、
許
可
病
床
１
床
当

た
り
及
び
１
施
設
当
た
り
の

救
急
搬
送
受
入
件
数
別
の
項

目
で
、
医
業
利
益
は
全
て
の

項
目
で
マ
イ
ナ
ス
、
赤
字
と

な
っ
て
お
り
、
緊
急
に
診
療

報
酬
に
よ
る
支
援
が
必
要
な

状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
も
触
れ
、
「
こ
れ

ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
適

正
化
す
る
こ
と
は
な
い
と
確

信
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

更
に
、
今
回
の
資
料
は
病

院
に
お
け
る
急
性
期
機
能
を

救
急
搬
送
件
数
や
全
身
麻
酔

手
術
件
数
で
評
価
す
る
方
向

性
も
見
え
隠
れ
し
て
い
る
と

指
摘
し
、「
仮
に
検
討
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
詳
細
か
つ
精せ

い

ち緻

な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
１
カ
所
残
ら
ず
、
全
て

の
病
院
が
プ
ラ
ス
と
な
る
よ

う
確
認
す
る
こ
と
は
不
可
欠

で
あ
り
、
絶
対
条
件
だ
」
と

主
張
し
た
。

江
澤
常
任
理
事
は
新
た
な

地
域
医
療
構
想
に
お
い
て
、

医
療
機
関
機
能
報
告
を
行
う

方
向
と
な
っ
て
い
る
点
に
も

言
及
。
①
あ
く
ま
で
も
国
民

に
分
か
り
や
す
く
示
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
複
数

機
能
を
有
す
る
医
療
機
関
は

複
数
の
報
告
が
で
き
る
仕
組

み
も
想
定
さ
れ
て
い
る
②
最

適
な
医
療
提
供
体
制
を
構
築

す
る
た
め
に
、
各
医
療
機
関

が
現
状
の
機
能
を
報
告
す
る

も
の
で
あ
り
、
診
療
報
酬
で

評
価
す
る
こ
と
を
想
定
し
た

も
の
で
は
な
い

─
と
い
っ

た
状
況
を
踏
ま
え
、
「
診
療

報
酬
で
医
療
機
関
機
能
を
誘

導
し
、
地
域
医
療
構
想
の
中

で
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
は
め
込

む
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

現
状
の
病
院
は
全
く
余
力
が

な
く
潰
れ
て
し
ま
う
」
と
危

機
感
を
示
し
た
。

そ
の
上
で
次
回
改
定
は
、

医
療
機
関
の
経
営
を
「
治
し

支
え
る
」
改
定
で
あ
る
こ
と

が
不
可
欠
と
の
見
方
も
改
め

て
示
し
、
「
こ
の
こ
と
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
改
定
議

論
に
臨
む
べ
き
だ
」
と
訴
え

た
。

機
能
強
化
加
算
の
継
続
を

強
く
要
求�

�

─
江
澤
常
任
理
事

（
３
）
で
は
機
能
強
化
加

算
、
生
活
習
慣
病
管
理
料
な

ど
に
つ
い
て
、
議
論
が
行
わ

れ
た
。

機
能
強
化
加
算
に
関
し

て
、
支
払
側
は
「
初
診
患
者

に
も
分
か
り
や
す
い
形
で
か

江澤常任理事黒瀨常任理事 茂松副会長
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医
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３
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・
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・
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３
９
４
２
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６
４
７
８
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准
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師
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タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
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法
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療
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全
課 
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―
３
９
４
２
―
６
４
８
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／
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―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 
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―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 
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―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 
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―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
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課 
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―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
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育
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03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
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室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
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・
日
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医
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会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
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日
本
医
師
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
知
っ
て
安
心
！

女
性
の

が
ん
を
正
し
く
学
ぼ
う
！

」

を
10
月
５
日
、
日
本
医
師
会

館
大
講
堂
で
開
催
し
た
。

当
日
は
、
応
募
者
の
中
か

ら
抽
選
に
よ
り
当
選
し
た
約

３
８
０
名
の
参
加
者
が
会
場

に
集
い
、
「
子
宮
頸
が
ん
」

身
だ
け
で
な
く
、
周
り
の

方
々
の
日
頃
の
健
康
な
生
活

に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
呼

び
掛
け
た
。

続
い
て
、
高
尾
美
穂
女
性

の
た
め
の
統
合
ヘ
ル
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
イ
ー
ク
表
参
道
副
院

長
が
「
子
宮
頸
が
ん
」
に
つ

い
て
講
演
し
た
。

が
ん
に
関
し
て
高
尾
副
院

長
は
、
50
歳
代
ま
で
は
男
性

よ
り
も
女
性
の
方
が
罹り

か

ん患
率

が
高
く
、
特
に
子
宮
頸
が
ん

は
20
代
、
30
代
共
に
罹
患
数

が
１
位
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
示
し
、
意
識
を
高
め
る
よ

う
求
め
た
。

そ
の
一
方
で
、
こ
の
年
代

は
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
く

時
期
の
み
な
ら
ず
、
妊
娠
出

産
、
子
育
て
の
時
期
に
も
重

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
検

診
を
受
け
る
割
合
が
低
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
危
惧
。「
が

ん
へ
の
罹
患
は
人
生
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も

高
く
、
子
宮
頸
が
ん
は
過
形

成
や
異
形
成
の
段
階
で
気
付

く
こ
と
が
で
き
る
病
気
。
最

低
２
年
に
１
回
、
少
し
で
も

異
常
を
感
じ
て
い
る
場
合
に

は
そ
れ
よ
り
も
短
い
期
間
で

検
査
を
受
け
る
こ
と
で
安
心

に
も
つ
な
が
り
、
そ
の
次
の

ア
ク
シ
ョ
ン
を
変
え
る
こ
と

も
で
き
る
」
と
し
て
、
定
期

的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
の

意
義
を
強
調
し

た
。ま

た
、
子
宮

頸
が
ん
は
、
性

交
渉
に
よ
る
ウ

イ
ル
ス
感
染
に

よ
っ
て
発
症
す

る
こ
と
か
ら
、

更
に
、
が
ん
対
策
の
一
つ

で
あ
る
禁
煙
に
関
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
日
本
医
師
会

の
会
員
を
対
象
と
し
た
喫
煙

意
識
調
査
の
定
期
的
な
実
施

の
他
、
小
冊
子
『
禁
煙
は
愛
』

の
作
成
や
「
世
界
禁
煙
デ
ー

イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
。
そ
の
上

で
、
同
常
任
理
事
は
「
一
緒

に
考
え
て
く
れ
る
か
か
り
つ

け
医
を
も
つ
こ
と
も
、
が
ん

対
策
の
一
つ
に
な
る
」
と
し

て
、
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ

よ
う
改
め
て
呼
び
掛
け
た
。

そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
検
診
の

頻
度
や
〝
自
分
ご
と
化
〟
す

る
た
め
の
方
策
、
が
ん
が
発

覚
し
た
時
の
サ
ポ
ー
ト
、
か

か
り
つ
け
医
を
見
つ
け
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い

て
、
演
者
間
で
活
発
な
討
議

が
行
わ
れ
た
他
、
Ｑ
＆
Ａ
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
事
前
に
募

集
し
た
質
問
に
演
者
か
ら
回

答
を
行
い
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
終
了
と
な
っ
た
。

や
「
乳
が
ん
」
の
実
態
及
び

治
療
法
、
予
防
・
対
策
な
ど

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
定
期
的

な
検
診
や
医
療
機
関
へ
の
適

切
な
受
診
に
よ
る
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
重
要
性
を

再
認
識
し
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
女

性
特
有
の
が
ん
で
あ
る
「
子

宮
頸
が
ん
」
並
び
に
「
乳
が

ん
」
の
若
年
化
が
進
み
、
20

～
40
歳
代
で
発
症
す
る
ケ
ー

ス
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
症
状
や
予
防
法
、

治
療
法
な
ど
を
解
説
す
る

他
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
結
び
付
け
る
た
め
に
も
、

定
期
的
な
検
診
や
日
頃
か
ら

医
療
機
関
へ
の
適
切
な
受
診

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
松
本

吉
郎
会
長
は
、
が
ん
に
つ
い

て
、
「
そ
の
多
く
は
高
齢
に

な
る
ほ
ど
発
症
リ
ス
ク
が
高

ま
る
た
め
、
若
い
女
性
に
は

あ
ま
り
関
係
の
な
い
病
気
と

思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
女
性
特

有
の
が
ん
は
若
年
化
が
進
ん

で
お
り
、
20
～
40
歳
代
で
も

発
症
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
傾

向
に
あ
る
」
と
す
る
一
方
、

「
子
宮
頸
が
ん
」
や
「
乳
が
ん
」

は
、
医
学
・
医
療
の
進
展
に

よ
り
、
早
期
発
見
が
で
き
れ

ば
完
治
す
る
可
能
性
の
高
い

病
で
あ
る
と
説
明
。
「
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
正

し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
自

予
防
法
・
対
策
が
明
ら
か
な

が
ん
で
あ
り
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
が
そ
の
対
策
の

一
つ
に
な
る
と
説
明
。
加
え

て
、
手
術
法
や
そ
の
リ
ス
ク
、

化
学
療
法
や
放
射
線
治
療
等

に
つ
い
て
も
触
れ
、
「
早
期

発
見
で
き
れ
ば
、
妊
娠
出
産

の
可
能
性
が
残
せ
る
ば
か
り

か
、
残
念
な
が
ら
そ
の
可
能

性
を
失
っ
た
と
し
て
も
命
だ

け
は
残
す
こ
と
が
で
き
る
」

と
強
調
。
「
現
在
は
、
医
療

機
関
に
か
か
れ
ば
、
何
か
し

ら
の
道
筋
を
得
ら
れ
る
時
代

で
あ
り
、
体
、
命
、
希
望
を

損
な
わ
ず
に
済
む
可
能
性
が

あ
る
」
と
し
て
、
異
常
を
感

じ
た
場
合
に
は
か
か
り
つ
け

医
や
専
門
医
療
機
関
に
相
談

す
る
と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
と

共
に
、
規
則
正
し
い
生
活
習

慣
の
実
行
を
呼
び
掛
け
た
。

次
に
、
島
田
菜
穂
子
ピ
ン

ク
リ
ボ
ン
ブ
レ
ス
ト
ケ
ア
ク

リ
ニ
ッ
ク
表
参
道
院
長
が

「
乳
が
ん
」
に
つ
い
て
講
演

し
た
。

そ
の
現
状
に
関
し
て
島
田

院
長
は
、
（
１
）
患
者
の
割

合
は
増
加
し
て
お
り
、
身
近

な
病
気
と
な
っ
て
い
る
、

（
２
）
早
期
発
見
で
き
れ
ば

助
か
る
病
気
で
あ
り
、
乳
房

も
残
せ
る
・
戻
せ
る
時
代
と

な
っ
て
い
る
、
（
３
）
そ
れ

ぞ
れ
の
人
に
合
っ
た
個
別
化

医
療
が
進
ん
で

い
る
、（
４
）
乳

が
ん
経
験
者
の

多
く
が
社
会
復

帰
し
、
活
躍
し

て
い
る

─
こ

と
な
ど
を
説
明

し
、
正
し
い
知

識
・
最
新
の
情
報
を
も
ち
、

備
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
強

調
し
た
。

乳
が
ん
の
対
策
に
関
し
て

は
、
30
代
後
半
か
ら
急
激
に

増
え
、
家
庭
や
社
会
で
最
も

活
躍
す
る
年
代
に
多
く
発
症

す
る
こ
と
か
ら
、
「
発
症
リ

ス
ク
を
下
げ
る
（
１
次
予

防
）
」
「
早
期
発
見
（
２
次
予

防
）
」
「
上
手
に
治
す
（
３
次

予
防
）」
が
あ
る
と
説
明
。

「
１
次
予
防
」
に
お
い
て

は
、
定
期
的
な
運
動
習
慣
が

乳
が
ん
の
発
症
の
み
な
ら

ず
、
再
発
リ
ス
ク
を
低
減
す

る
こ
と
、
「
２
次
予
防
」
に

お
い
て
は
、
し
こ
り
２
セ
ン

チ
以
下
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
で
９
割
の
人
が
治
癒
す

る
こ
と
、
「
３
次
予
防
」
に

お
い
て
は
、
乳
が
ん
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
た
治
療

が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

解
説
し
た
。

加
え
て
、
乳
が
ん
の
早
期

発
見
、
最
適
な
治
療
の
た
め

に
は
「
ブ
レ
ス
ト
・
ア
ウ
ェ

ア
ネ
ス
」が
必
要
だ
と
し
て
、

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
方
法
を
紹

介
。
「
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の

際
に
少
し
で
も
異
常
を
発
見

し
た
ら
、
迷
わ
ず
か
か
り
つ

け
医
や
専
門
医
療
機
関
を
受

診
し
て
欲
し
い
」
と
し
た
。

ま
た
、
乳
が
ん
の
検
診
方

法
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
、
超

音
波
検
査
）
や
３
種
類
の
治

療
方
法
（
薬
物
療
法
、
放
射

線
療
法
、
手
術
療
法
）
に
つ

い
て
詳
説
し
た
他
、
「
ピ
ン

ク
リ
ボ
ン
運
動
」
に
つ
い
て

も
紹
介
。
「
が
ん
対
策
は
、

意
識
・
知
識
を
も
ち
、
行
動

に
移
す
こ
と
が
大
事
に
な

る
」
と
述
べ
、
そ
れ
ら
を
実

行
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
乳

が
ん
に
よ
る
悲
し
み
の
な
い

社
会
が
実
現
す
る
こ
と
に
期

待
を
寄
せ
た
。

続
い
て
、
黒
瀨
巌
常
任
理

事
が
日
本
医
師
会
の
が
ん
対

策
に
つ
い
て
説
明
。
が
ん
対

策
は
（
１
）

予
防
、
（
２
）

治
療
、
（
３
）
共
生

─
の

３
本
の
柱
を
基
本
と
し
て
、

こ
れ
ら
を
一
連
と
し
て
捉
え

る
こ
と
が
重
要
だ
と
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
を
支
え
て

い
る
の
が〝
か
か
り
つ
け
医
〟

で
あ
る
と
強
調
。
「
か
か
り

つ
け
医
は
複
数
人
も
つ
こ
と

も
可
能
で
あ
り
、
か
か
り
つ

け
医
機
能
報
告
制
度
等
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
ぜ
ひ
か
か

り
つ
け
医
を
見
つ
け
て
欲
し

い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
日
本
医
師
会
の
役

割
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
や
関
係
者
等
と
連
携

し
、
地
域
医
療
を
面
と
し
て

支
え
て
い
る
医
師
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
や
、
か
か
り
つ

け
医
機
能
を
高
め
る
こ
と
に

加
え
て
、
医
療
現
場
の
声
を

国
に
届
け
、
支
援
等
を
求
め

た
り
、
が
ん
を
始
め
健
康
情

報
を
国
民
に
届
け
た
り
す
る

こ
と
も
重
要
な
役
割
の
一
つ

に
な
っ
て
い
る
と
説
明
し

た
。

日本医師会シンポジウム「知って安心！ 女性のがんを正しく学ぼう！ 」

定期的な検診や医療機関への適切な受診の
                                必要性について理解を求める

高尾副院長

島田院長

お知らせ
　今回のシンポジウムの模様を収録した動画は
後日、日本医師会公式YouTubeチャンネルに
掲載する予定となっていますので、ぜひご覧下
さい。

日本医師会広報課

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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プレゼント企画 第3弾

映画「TOKYOタクシー」の鑑賞チケットを
抽選で100組200名の方にプレゼント

　日本医師会ではこのほど、松竹並びに木下グルー
プのご厚意により、映画「TOKYOタクシー」の鑑賞
チケットを100組200名の方にプレゼントすること
になりました。
　本作品は山田洋次監督が大都市東京を舞台に、さ
えない日々を送るタクシー運転手と、彼が偶然乗せ
ることになった、人生の終活に向かうマダムの出会
いと奇跡を描いたヒューマンドラマとなっており、
主演は俳優の倍賞千恵子さんと木村拓哉さんが務め
ています。
　映画の詳細や上映館などは公式ホームページをご
覧下さい。
　応募希望の方は下記に従って、ぜひ、ご応募願います。
◆応募方法：
　①�右記の二次元コードを読み込み、日本医師会LINE公式アカ

ウントを友だち登録（既に登録されている方はトーク画面
に飛びます）

　②�応募フォームへの回答
　③�応募完了！
　※�応募は一人1回に限らせて頂きます（複数回の応募は無効と

なります）
　※�当選者のみ、LINEで通知させて頂きますのでご承知置き下

さい。
◆応募締切：2025年11月30日（日）午後11時45分まで
◆問い合わせ先：日本医師会広報課　 kouhou@po.med.or.jp

公式 
ホームページ

申し込みは
こちらから

◆
日
時
：
12
月
７
日
（
日
）

午
後
２
時
～
４
時
30
分

◆
会
場
：
日
本
医
師
会
館
大

講
堂

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

【
あ
い
さ
つ
】

・
松
本
吉
郎
会
長

【
第
１
部
】

「
医
師
会
と
こ
ど
も
の
初

期
救
急
～
救
急
か
、
様
子
見

か
？
～
」

・
座
長
に
よ
る
イ
ン
ト
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
（
鈴
木
紳
一
郎
神

奈
川
県
医
師
会
長
）

・
「
松
戸
市
夜
間
小
児
急
病

セ
ン
タ
ー
～
医
師
会
員
が
交

代
で
診
る
体
制
～
」
（
市
場

卓
松
戸
市
医
師
会
副
会
長
）

地
域
に
根
ざ
し
た

 

医
師
会
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  

第
５
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

   

「
こ
ど
も
の
救
急
～
夜
、休
日
、急
に

具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
に
は
？
」

※
講
演
名
等
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。

詳
細
は
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

・
「
来
院
型
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
～
小
児
科
医
不
足
へ
の
一

策
～
」
（
茶
川
治
樹
山
口
県

医
師
会
常
任
理
事
／
岩
国
市

医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会
病
院

長
）

・
「
小
児
救
急
電
話
相
談
・

沖
縄
県
の
小
児
救
急
適
正
受

診
～
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
×
Ａ
Ｉ
チ
ャ

ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
＃

８
０
０
０
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
の
開
設
～
」
（
當
間
隆

也
沖
縄
県
医
師
会
理
事
）

【
第
２
部
】

「
重
症
の
患
者
さ
ん
に
対

応
す
る
２
次
・
３
次
救
急
医

療
機
関
～
小
児
の
初
期
救
急

と
の
連
携
・
役
割
分
担
～
」

・
座
長
に
よ
る
イ
ン
ト
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
（
松
﨑
信
夫
茨
城

県
医
師
会
長
）

・
「
松
戸
市
立
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
『
小
児
医
療
セ
ン
タ

ー
』
～
松
戸
市
夜
間
小
児
急

病
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
の
視

点
～
」
（
森
雅
人
松
戸
市
立

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
医

療
セ
ン
タ
ー
長
・
小
児
科
小

児
集
中
治
療
科
部
長
）

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
】

【
総
括
】

◆
申
込
方
法
：
日
本
医
師
会

館
か
ら
の
参
加
を
ご
希
望
さ

れ
る
方
は
、
専
用
の
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
よ
り
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込

み
願
い
ま
す
。

現地参加の
申し込みは
こちらから

◆
申
込
締
切
：
12
月
５
日

（
金
）
。
た
だ
し
定
員
（
４
０

０
名
）
に
な
り
次
第
、
締
め

切
り
と
な
り
ま
す
。

※
な
お
、
当
日
の
模
様
は
、 

日
本
医
師
会
公
式YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お
い
て
ラ
イ

ブ
配
信
す
る
他
、
左
記
の
特

設
サ
イ
ト
で
も
ご
視
聴
頂
け

ま
す
。

特設サイト

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
地
域
医
療
課
〔

03
─

３
９
４
２
─

６
１
３
７
（
直
）
〕

訃
　
報

■
寺
田
俊
夫
氏
（
元
秋
田
県

医
師
会
長
／
元
日
本
医
師
会

理
事
）

10
月
12
日
死
去
、
81
歳
。

葬
儀
は
15
日
に
近
親
者
の
み

に
て
執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主

は
ご
子
息
、
豊
様
。

氏
は
昭
和
18
年
生
ま
れ
。

昭
和
45
年
弘
前
大
学
医
学
部

卒
業
。
昭
和
55
年
寺
田
内
科

医
院
開
業
。

平
成
８
年
４
月
か
ら
平
成

９
年
１
月
ま
で
秋
田
県
医
師

会
副
会
長
を
、
平
成
９
年
１

月
か
ら
平
成
18
年
３
月
ま
で

秋
田
県
医
師
会
長
を
務
め

た
。そ

の
間
、
平
成
14
年
４
月

か
ら
平
成
16
年
３
月
ま
で
日

本
医
師
会
理
事
を
務
め
た
。
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気
が
付
け
ば
、
私
は
重
度

の
「
俳
句
病
」
に
か
か
っ
て

い
た
。
熱
も
せ
き
も
な
い
が
、

病
識
は
あ
る

─
テ
レ
ビ
の

セ
リ
フ
に
季
語
を
の
せ
る
。

ス
ー
パ
ー
の
陳
列
が
一
句
に

見
え
る
。
夜
中
に
一
句
ひ
ら

め
い
て
、
目
が
覚
め
る
。

発
症
の
原
因
は
、
あ
る
患

者
さ
ん
（
石
川
県
現
代
俳
句

協
会
役
員
）
の
ひ
と
言
だ
っ

た
。
「
先
生
、
俳
句
、
ど
う

で
す
か
？
」

当
初
私
は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

番
組
「
プ
レ
バ
ト

」
を
録

画
し
て
見
る
程
度
の
軽
症
者

だ
っ
た
。
し
か
し
、
誘
わ
れ

て
句
会
デ
ビ
ュ
ー
し
た
そ
の

日
か
ら
、
病
状
は
急
速
に
悪

化
。
帰
宅
後
、「
顔
洗
っ
て
出

直
し
て
こ
い
っ
て
言
わ
れ
た
」

と
家
族
に
話
す
と
、「
俳
句
っ

て
そ
ん
な
体
育
会
系
な
ん
？
」

と
素
朴
な
ツ
ッ
コ
ミ
が
返
っ

て
き
た
。
「
う
ん
、
ち
ょ
っ

と
だ
け
ね
」
と
苦
笑
い
。

俳
句
と
は
四
季
を
詠
む
も

の

─
そ
ん
な
固
定
観
念

は
、
「
う
ん
こ
」
を
詠
む
俳

人
の
存
在
を
知
っ
た
瞬
間
、

粉
々
に
砕
け
た
。
金
子
兜
太

の
一
句
。

長
寿
の
母
う
ん
こ
の
よ
う

に
わ
れ
を
産
み
ぬ

あ
ま
り
の
強
烈
さ
に
「
五

七
五
の
呪じ

ゅ

そ詛
か
？
」
と
身
構

え
た
が
、
読
み
返
す
ほ
ど
、

母
へ
の
深
い
ま
な
ざ
し
が
に

じ
み
出
て
い
て
心
を
揺
さ
ぶ

ら
れ
た
。
俳
句
っ
て
、
こ
ん

な
に
自
由
で
い
い
の
か
？　

い
や
、
い
い
ら
し
い
。
し
か

も
季
語
が
無
く
て
も
い
い
。

現
代
俳
句
協
会
は
「
俳
諧
自

由
」
。
妖
怪
の
よ
う
な
季
語

に
縛
ら
れ
な
く
て
も
い
い
の

だ
。ま

す
ま
す
病
状
は
進
行
す

る
。
あ
る
日
の
外
来
診
療
中
、

患
者
の
名
前
を
呼
ぼ
う
と
し

た
瞬
間
、
一
句
降
っ
て
く
る
。

夏
帽
子
深
く
か
ぶ
っ
て
名

を
呼
ば
る

…
…
っ
て
、
詠
ん
で
る
場

合
じ
ゃ
な
い
。
診
察
中
だ
っ

た
。
処
方
箋せ

ん

を
書
い
て
い
る

最
中
に
も
、
ふ
と
浮
か
ぶ
。

処
方
箋
も
ら
い
に
ゆ
け
ば

蝉
し
ぐ
れ

…
…
し
み
じ
み
し
す
ぎ

て
、
手
が
止
ま
る
。
い
か
ん
、

業
務
に
支
障
が
出
る
。
こ
う

し
て
日
々
の
暮
ら
し
は
、
す

っ
か
り
五
七
五
に
侵
食
さ
れ

て
い
っ
た
。
診
察
メ
モ
の
隅

に
季
語
、
待
合
室
の
貼
り
紙

の
横
に
俳
句
。
運
転
中
に
一

句
思
い
つ
い
て
、
信
号
待
ち

で
メ
モ
。
ス
マ
ホ
の
メ
モ
欄

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
句
集
と

華
道
で
は
先
生
を
師
匠

と
、
生
徒
を
弟
子
と
、
ま
た

茶
道
で
は
先
生
を
師
匠
と
、

生
徒
を
社

し
ゃ
ち
ゅ
う中

と
呼
び
ま
し

た
。
師
匠
に
は
い
ろ
い
ろ
な

型
が
あ
り
ま
す
が
、
大
き
く

次
の
三
つ
の
型
に
分
け
ら
れ

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

Ａ
．
誰
も
が
認
め
る
程
の

実
力
が
あ
り
、
そ
し
て
指
導

の
仕
方
（
稽
古
の
つ
け
方
）

が
上
手
で
あ
る
、
Ｂ
．
実
力

は
そ
れ
な
り
だ
が
、
指
導
の

仕
方
が
上
手
で
あ
る
、
Ｃ
．

化
し
て
い
た
。

こ
の
病
の
特
徴
は
、
「
孤

独
に
詠
む
く
せ
に
、
妙
に
共

感
を
求
め
が
ち
」
な
と
こ
ろ
。

句
会
に
出
す
と
、
「
こ
れ
は

わ
か
る
！

」
と
誰
か
が
ニ
ヤ

リ
と
笑
う
。
季
語
が
、
ま
る

で
共
通
言
語
の
よ
う
に
働
く

の
だ
。
呼
吸
を
合
わ
せ
る
よ

う
に
五
七
五
で
つ
な
が
る

と
、
ち
ょ
っ
と
い
い
気
分
に

な
っ
て
し
ま
う
。
病
状
が
安

定
し
て
き
た
今
は
、
「
個
の

声
」
を
し
み
じ
み
と
、
時
に

コ
ミ
カ
ル
に
詠
む
よ
う
に
し

て
い
る
。
ど
う
せ
な
ら
、
笑

っ
て
読
ま
れ
た
い
。

診
察
も
、
句
作
も
、
実
は

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
相
手

の
中
に
あ
る
何
か
と
、
そ
っ

と
向
き
合
う
。
そ
の
感
触
が

う
ま
く
言
葉
に
な
っ
た
時
、

今
日
と
い
う
一
日
が
、
ほ
ん

の
少
し
マ
シ
に
な
る
。

秋
灯
や
カ
ル
テ
の
余
白
老

い
の
こ
す

…
…
余
白
に
何
か
を
書
き

た
く
な
る
衝
動
、
俳
人
あ
る

あ
る
。
も
う
完
治
は
望
め
な

い
。
け
れ
ど
、
焦
っ
て
治
す

必
要
も
な
い
。
こ
の
「
俳
句

病
」
と
う
ま
く
付
き
合
い
な

が
ら
、
の
ん
び
り
暮
ら
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
診

察
室
に
も
、
待
合
室
に
も
、

五
七
五
の
息
遣
い
が
、
そ
こ

は
か
と
な
く
響
い
て
い
る
。

私
は
生
ま
れ
つ
き
ど
ん
く

さ
い
人
間
で
、
体
育
の
成
績

も
数
度
ま
ぐ
れ
で
３
を
取
っ

た
以
外
は
ほ
と
ん
ど
１
か
２

を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い

た
。
幼
少
期
は
父
の
影
響
で

野
球
の
少
年
団
に
入
っ
て
い

た
が
、
結
局
上
達
し
な
い
ま

ま
。
更
に
中
学
校
で
も
、
運

動
部
以
外
に
選
択
肢
が
無
い

状
況
で
は
、
新
た
な
ス
ポ
ー

ツ
も
考
え
ら
れ
ず
、
消
去
法

で
野
球
部
を
選
ぶ
も
当
然
の

よ
う
に
万
年
補
欠
だ
っ
た
。

そ
ん
な
私
で
は
あ
る
が
、

体
を
動
か
す
こ
と
自
体
は
嫌

い
で
な
く
、
誘
わ
れ
る
ま
ま

に
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に

手
を
出
す
が
、
教
え
て
も
ら

っ
て
も
全
く
そ
の
感
覚
が
分

か
ら
な
い
。「
こ
こ
で
『
グ
ッ
』

と
力
を
入
れ
て
」
と
言
わ
れ

て
も
、
ど
こ
に
ど
う
力
を
入

れ
る
か
理
解
で
き
ず
、
あ
き

れ
ら
れ
る
こ
と
多
数
。
結
局

何
も
上
達
せ
ず
月
日
が
過
ぎ

る
の
み
で
あ
っ
た
。

月
日
が
経
ち
、
数
年
前
に

子
ど
も
を
連
れ
久
々
に
ス
キ

ー
を
再
開
し
た
。
福
島
に
来

た
16
年
前
は
頻
繁
に
行
っ
て

い
た
が
、
何
年
も
ご
無
沙
汰

で
、
不
安
で
は
あ
っ
た
が
何

と
か
滑
る
こ
と
が
で
き
た
。

せ
っ
か
く
な
の
で
上
達
し
た

い
と
思
っ
て
教
則
本
を
買
っ

た
が
、
や
は
り
感
覚
的
な
こ

と
が
全
く
理
解
で
き
な
い
。

そ
ん
な
時
、YouTube

を

見
た
ら
、
上
手
な
滑
り
方
が

い
ろ
い
ろ
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
「
こ
ん
な
感
じ
で
滑
れ

た
ら
良
い
な
ー
」
と
思
っ
て

い
た
ら
、
あ
る
で
は
な
い
か
。

ま
さ
に
私
が
疑
問
に
思
っ
て

い
た
感
覚
的
な
こ
と
を
、
き

っ
ち
り
動
画
と
言
語
で
教
え

て
く
れ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
！
　

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く

は
、
ス
キ
ー
に
行
く
日
を
決

め
た
ら
、
前
日
は
む
さ
ぼ
る

よ
う
に
見
て
、
当
日
は
動
画

を
思
い
出
し
な
が
ら
自
主
練
。

も
っ
と
元
気
な
時
に
何
年
掛

か
っ
て
も
マ
ス
タ
ー
で
き
な

か
っ
た
感
覚
を
つ
か
む
こ
と

が
で
き
た
（
気
が
す
る
）
。

考
え
て
み
れ
ば
、
ネ
ッ
ト

で
の
発
信
は
参
入
障
壁
が
低

い
の
で
、
裾
野
が
広
い
。
か

つ
競
合
相
手
が
多
い
の
で
、

ど
の
配
信
者
も
思
考
を
重
ね

て
お
り
、
結
果
タ
ー
ゲ
ッ
ト

層
も
幅
広
く
、
充
実
し
た
中

身
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

こ
れ
は
と
て
も
あ
り
が
た

い
。
生
身
の
指
導
者
だ
と
、

全
然
理
解
で
き
な
い
と
理
不

尽
に
「
も
っ
と
本
気
で
（
最

初
か
ら
本
気
だ
！

）
」
や
「
な

ぜ
理
解
で
き
な
い
？
（
そ
れ

を
知
り
た
い
か
ら
習
っ
て
る

ん
だ
！

）」
と
言
わ
れ
る
し
、

代
わ
り
の
指
導
者
も
簡
単
に

は
見
つ
か
ら
な
い
が
、
ネ
ッ

ト
だ
と
合
わ
な
い
と
思
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
次
が
見
つ
か
る
。

そ
し
て
、
最
近
は
何
の
気

の
迷
い
か
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

始
め
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
Ｗ
Ｅ

Ｂ
ペ
ー
ジ
、動
画
を
見
る
と
、

ペ
ー
ス
配
分
の
方
法
、
走
る

フ
ォ
ー
ム
、
本
当
に
細
か
い

解
説
だ
。
更
に
は
、
今
の
ペ

ー
ス
、
目
標
と
す
る
ペ
ー
ス

な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
ご
と
に
も

細
か
く
ア
ド
バ
イ
ス
が
分
け

ら
れ
て
い
る
。
時
間
が
あ
る

時
に
動
画
を
見
て
、
走
り
続

け
る
う
ち
に
走
る
距
離
も
伸

び
、
ペ
ー
ス
も
最
初
は
１
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
７
分
で
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
も
走
れ
な
か
っ
た

の
が
、ス
ピ
ー
ド
も
上
が
り
、

距
離
も
伸
び
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
は
良
い
指
導
者

に
出
会
う
こ
と
が
大
切
、
と

も
言
う
が
、
私
に
と
っ
て
一

番
の
指
導
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
間
違
い
な
い
。
健
康

増
進
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

夜
な
夜
な
お
酒
を
飲
み
な
が

ら
、
新
た
な
先
生
探
し
を
続

け
よ
う
。

実
力
は
あ
る
が
指
導
の
仕
方

は
イ
マ
イ
チ
、の
３
型
で
す
。

華
道
で
の
師
匠
の
実
力
と

は
、
今
あ
る
花
を
用
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
約
束
事
に
従
い

空
間
を
意
識
し
て
、
花
が
持

っ
て
い
る
本
来
の
美
し
さ
を

自
由
に
表
現
し
て
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
茶

道
で
の
師
匠
の
実
力
と
は
、

お
点て

ま

え前
が
上
品
で
あ
る
こ
と

は
当
然
の
こ
と
で
、
更
に
季

節
を
感
じ
る
心
が
豊
か
で
あ

る
こ
と
で
す
。
季
節
の
表
現

は
お
軸
、

主お

も

が

し

菓
子
、

棗
な
つ
め

、

水み
ず
さ
し指
、
香こ

う
ご
う合
、
茶ち

ゃ
ば
な花
な
ど
を

そ
ろ
え
る
こ
と
に
よ
り
、
季

節
と
の
調
和
が
美
し
さ
を
表

現
で
き
る
こ
と
で
す
。

ま
と
め
る
と
華
道
も
茶
道

も
自
然
と
の
調
和
を
大
事
に

す
る
と
い
う
精
神
で
す
。
春

夏
秋
冬
と
い
う
四
季
の
変
化

を
、
五
感
（
視
覚
、
聴
覚
、

嗅
覚
、
触
覚
、
味
覚
）
を
働

か
せ
て
自
然
と
の
調
和
を
感

じ
取
る
こ
と
で
す
。

ま
さ
こ
シ
ェ
ン
シ
ェ
は
15

歳
頃
か
ら
生
け
花
と
お
茶
に

親
し
み
始
め
、
正
式
に
華
道

と
茶
道
に
入
門
し
修
行
を
重

ね
、
自
然
と
の
訓
和
の
心
を

磨
き
ま
し
た
。
30
歳
代
で
生

け
花
（
華
道
・
池

い
け
の
ぼ
う坊
流
）
と

お
茶
（
茶
道
・
裏
千
家
）
の

師
匠
に
な
り
ま
し
た
。
お
弟

子
さ
ん
や
社
中
さ
ん
は
親
し

み
を
込
め
て
師
匠
を
「
ま
さ

こ
シ
ェ
ン
シ
ェ
」
と
呼
ん
で

い
ま
し
た
。

生
け
花
に
し
て
も
お
茶
に

し
て
も
、
ま
さ
こ
シ
ェ
ン
シ

ェ
は
特
別
な
教
授
法
（
お
稽

古
）
を
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
生
け
花
の
お
稽
古
で

は
季
節
感
に
は
特
に
気
を
使

い
、
花
の
持
つ
自
然
の
形
を

生
か
し
ま
し
た
。
お
茶
の
お

稽
古
で
は
漫
然
と
お
点
前
を

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
「
形

は
心
で
あ
る
」
の
で
作
法
を

し
っ
か
り
体
得
さ
せ
、
雰
囲

気
に
よ
る
感
動
を
抱
か
せ
る

こ
と
に
気
を
配
り
ま
し
た
。

ま
さ
こ
シ
ェ
ン
シ
ェ
は
お

弟
子
さ
ん
や
社
中
さ
ん
と
は

お
友
達
と
い
う
付
き
合
い

で
、
ベ
テ
ラ
ン
（
習
熟
者
）

に
も
新
人
に
も
精
神
的
な
距

離
を
無
く
し
て
、い
つ
も
「
教

え
る
こ
と
は
教
わ
る
こ
と
で

あ
る
」
の
気
持
ち
で
接
し
て

い
た
と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

言
葉
を
換
え
れ
ば
、
華
道
で

も
茶
道
で
も
先
生
と
生
徒
の

関
係
は
お
互
い
の
気
持
ち
を

理
解
し
合
う
こ
と
が
基
本
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

ま
さ
こ
シ
ェ
ン
シ
ェ
の
こ

の
よ
う
な
考
え
に
共
鳴
し

て
、
弟
子
や
社
中
に
な
り
た

い
と
多
く
の
人
が
慕
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
ま
さ

こ
シ
ェ
ン
シ
ェ
は
弟
子
や
社

中
の
感
性
と
理
解
力
を
見
極

め
て
上
手
に
上
達
さ
せ
た
の

で
す
。
そ
の
た
め
に
師
匠
と

弟
子
や
社
中
と
の
信
頼
関
係

は
更
に
密
に
な
り
、
弟
子
や

社
中
は
師
匠
を
一
層
慕
う
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

ま
さ
こ
シ
ェ
ン
シ
ェ
は
不

治
の
病
に
侵
さ
れ
、
平
成
27

年
に
86
歳
で
亡
く
な
り
ま
し

た
が
、
今
で
も
命
日
に
は
お

弟
子
さ
ん
と
社
中
さ
ん
が
、

教
室
で
あ
り
稽
古
場
で
あ
っ

た
雅

み
や
び
あ
ん庵

に
集
ま
り
、
花
を
活

け
て
お
茶
を
点
て
て
遣
徳
を

偲し
の

ん
で
い
ま
す
。

石川県
金沢市医師会だより
第633号より

俳
句
病

	

木
村
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伸

福島県
福島県医師会報
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ス
ポ
ー
ツ
の
先
生
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

	

各
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ま
さ
こ
シ
ェ
ン
シ
ェ
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先
生
）
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─日本医師会LINE公式アカウントを友だち登録すると
抽選で卓上カレンダーが当たる！？─

プレゼント企画 第2弾

「2026年版日医君卓上カレンダー」
　日本医師会では、昨年ご好評頂きました「日医君卓上カレンダー」の2026
年版を今年も制作し、600名の方々に抽選でプレゼントすることといたしまし
た。下記の応募方法に従い、奮ってご応募願います。
※ただし、ご応募はスマートフォンからのみとなります。

◆応募方法：
　STEP1：�右記の二次元コードから日本医師会LINE公式アカウントを

友だち登録
	 �（登録済みの方は自動的に日本医師会LINE公式アカウン

トのトーク画面へ飛びます）
　STEP2：送付先等のご質問に回答
　STEP3：応募完了！
　※�当選者には、後日、当LINE公式アカウントからご連絡いたします（落選の
場合にはご連絡いたしませんので、ご承知置き願います）。

　※�応募完了後に当LINE公式アカウントをブロックまたは削除した場合には当
選が無効となります。

　※�応募はお一人様1回に限らせて頂きます（複数応募は無効といたします）。
◆応募期間：2025年11月1日（土）～ 11月30日（日）23時45分まで
◆問い合わせ先：�
　　　　　日本医師会広報課　 kouhou@po.med.or.jp

応募は
こちらから
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案
内

「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
を
発
送
し

ま
し
た

本
年
中
に
基
金
掛
金
を
納

付
さ
れ
た
加
入
員
に
、
「
社

会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
が

届
き
ま
す
の
で
、
ご
確
認
下

さ
い
。

な
お
、
加
入
後
の
初
回
掛

金
引
き
落
と
し
日
が
12
月
の

方
に
つ
い
て
は
、
後
日
発
送

と
な
り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら

く
お
待
ち
下
さ
い
。

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

に
は
、
基
金
掛
金
の
納
付
状

況
、
加
入
の
年
金
の
型
、
口

数
、
掛
金
月
額
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ご
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

基
金
の
掛
金
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
が

軽
減
さ
れ
る
税
制
上
の
優
遇

措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
今

後
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
は
、
社
会
保
険
料
控

除
証
明
書
を
忘
れ
ず
に
ご
利

用
下
さ
い
。

ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除

で
は
、
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
と
異
な

り
、
生
計
を
同
じ
く
す
る
ご

家
族
の
掛
金
も
実
際
に
負
担

超
音
波
診
断
の
症
例

山
崎
政
城
　
著

超
音
波
検
査
は
非
侵
襲

性
、
簡
便
性
ば
か
り
で
な
く
、

安
価
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
診
断
力
に
も
優
れ
、
疾

患
に
よ
っ
て
は
そ
の
力
を
大

い
に
発
揮
す
る
検
査
で
あ
る
。

本
書
は
そ
の
超
音
波
検
査

に
つ
い
て
、
著
者
が
二
次
救

急
病
院
で
救
急
外
来
を
担
当

し
て
い
た
頃
の
症
例
に
対
し

て
行
っ
て
き
た
経
験
と
知
識

を
基
に
執
筆
さ
れ
た
書
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
内
容
に
は
超
音
波
検

査
の
基
礎
的
な
知
識
や
理

論
、
総
説
的
な
記
述
は
一
切

な
く
、
肝
、
胆
道
系
、
膵
、
脾
、

泌
尿
器
系
、
消
化
管
系
、
婦

人
科
系
な
ど
の
疾
患
に
関
す

る
典
型
的
な
超
音
波
像
に
基

づ
き
、
検
査
方
法
、
そ
こ
か

ら
得
ら
れ
る
所
見
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て

お
り
、
ま
さ
に
実
践
的
な
書

と
言
え
る
。

そ
の
他
、
本
書
に
は
診
断

に
役
立
つ
サ
イ
ン
な
ど
、
20

年
間
の
救
急
外
来
、
そ
の
後

の
25
年
間
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ

ア
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
知

識
が
惜
し
げ
も
な
く
披
露
さ

れ
て
お
り
、
医
療
従
事
者
の

み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
医
療

分
野
を
志
す
学
生
に
も
大
い

に
役
立
つ
内
容
と
な
っ
て
い

る
。

定
価　

１
０
０
０
０
円
（
税

込
）

発
行　

自
然
科
学
社

し
た
方
の
所
得
か
ら
控
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

所
得
の
多
い
方
が
ご
家
族
の

掛
金
を
負
担
し
た
場
合
、
税

優
遇
の
効
果
が
大
き
く
な
り

ま
す
。

将
来
へ
の
備
え
と
し
て
、

ご
家
族
の
ご
加
入
に
つ
い
て

も
検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上

で
も
、
資
料
請
求
や
加
入
申

し
込
み
の
お
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

肝
生
検
ガ
イ
ダ
ン
ス

日
本
肝
臓
学
会
　
編

肝
疾
患
の
診
療
を
行
う
上

で
、
極
め
て
重
要
な
手
技
で

あ
る
肝
生
検
。
本
書
は
そ
の

肝
生
検
に
つ
い
て
、
そ
の
概

要
、
意
義
、
安
全
性
、
そ
し

て
疾
患
に
お
け
る
各
論
に
つ

い
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め

た
解
説
書
で
あ
る
。

肝
生
検
は
古
く
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
診
断
法
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
現
代
的
な

視
点
で
解
説
し
た
も
の
が
無

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
会
の

中
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
設
け
、
４
年
の
歳
月
を
掛

け
て
完
成
さ
せ
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
は
、
肝
生
検
の

意
義
、
肝
生
検
に
代
わ
る
非

侵
襲
的
評
価
法
、
肝
生
検
を

行
う
上
で
の
安
全
性
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
が
整
理
さ
れ
て
い

る
他
、
各
種
び
ま
ん
性
肝
疾

患
や
肝
腫
瘍
性
病
変
に
お
け

る
肝
生
検
の
役
割
に
つ
い
て

も
疾
患
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。

肝
生
検
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
ば
か
り
で
な
く
、

日
々
の
臨
床
に
も
活
用
で
き

る
便
利
な
一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

３
５
２
０
円（
税
込
）

発
行　

南
江
堂

書
籍
紹
介

内
科
レ
ジ
デ
ン
ト

実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル

第
12
版

三
井
記
念
病
院
内
科
　
編

本
書
は
１
９
８
９
年
の
初

版
以
来
、
多
く
の
レ
ジ
デ
ン

ト
に
支
持
さ
れ
続
け
る
内
科

研
修
の
定
番
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

あ
る
。
三
井
記
念
病
院
の
経

験
豊
富
な
医
師
が
最
新
エ
ビ

デ
ン
ス
と
実
践
知
を
結
集

し
、
第
12
版
と
し
て
刷
新
し

た
。各

章
に
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

を
掲
載
し
、
レ
ジ
デ
ン
ト
に

必
要
な
検
査
・
治
療
内
容
を

詳
述
。
救
急
や
病
棟
で
「
今

ま
ず
何
を
す
べ
き
か
」
が
直

感
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、新
設
の
Ｑ
＆
Ａ「
よ

く
あ
る
レ
ジ
デ
ン
ト
の
疑

問
」
で
は
レ
ジ
デ
ン
ト
の
抱

え
る
臨
床
で
の
疑
問
を
解
決

し
て
い
る
。

当
直
や
救
急
外
来
の
み
な

ら
ず
、
外
来
診
療
で
も
有
用

で
あ
り
、
発
熱
、
頭
痛
、
め

ま
い
、
胸
痛
、
腹
痛
な
ど
の

日
常
的
な
主
訴
へ
の
対
応
を

コ
ン
パ
ク
ト
に
解
説
。
専
門

外
診
療
の
最
新
知
識
を
簡
潔

に
確
認
で
き
る
点
は
、
開
業

医
や
ベ
テ
ラ
ン
医
師
に
と
っ

て
も
心
強
い
。
世
代
を
超
え

て
臨
床
現
場
に
寄
り
添
う
、

必
携
の
一
冊
で
あ
る
。
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発
行　

文
光
堂

インフルエンザを
予防しよう！！
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